
令
和
六
年
歌
会
始
の
お
題
と

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▽�

令
和
六
年
歌
会
始
の
お
題　
「
和
」

※�

歌
に
詠
む
場
合
は
「
和
」
の
文
字
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
平
和
」「
調
和
」

の
よ
う
な
熟
語
や
「
和
ら
ぐ
」「
和
む
」
の

よ
う
に
訓
読
み
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▽�

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

�

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を

詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の�

②
習

字
用
の
半
紙
を
横
長
に

し
て
、
右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）
生
年
月
日
、性
別
、

職
業
を
縦
書
き
で
書
く�

③
記
載
事
項
は
毛

筆
で
自
書�

④
病
気
な
ど
で
、
毛
筆
で
書
け

な
い
人
は
代
筆
や
点
字
な
ど
の
方
法
あ
り

※�

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　

９
月
30
日
土
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
封
筒
の
表
に「
詠
進
歌
」と
書
い
て
、

（
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
宮
内
庁
）
へ
郵
送

▽�

問
い
合
わ
せ　
９
月
20
日
水
ま
で
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
名
前
を
書
い
て
、
返
信
用

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
宮
内
庁

式
部
職
宛
に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

火
葬
施
設
天
て
ん
し
ょ
う
え
ん

生
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

天
生
園
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
と
そ
れ
以
外
の

人
で
火
葬
の
時
間
帯
を
分
け
、
遺
族
の
参
列

を
５
人
ま
で
に
制
限
す
る
な
ど
の
感
染
対
策

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年
２
月

11
日
か
ら
制
限
の
な
い
通
常
の
火
葬
に
変
更

し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
火
葬
施
設
天
生
園
（
☎
２

９
３
‐
１
８
４
０
）

韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集

▽�

と
き　
入
門
ク
ラ
ス
（
韓
国
語
が
ま
っ
た

く
わ
か
ら
な
い
人
）
＝
５
月
９
日
か
ら
毎

週
火
曜
日
・
午
後
７
時
～
８
時
、
初
級
ク

ラ
ス
（
少
し
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
）
＝

５
月
12
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
・
午
後
７
時

～
８
時
。
い
ず
れ
も
月
３
回

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
韓
国
会
館
（
水
巻
町
頃
末

南
、
駐
車
場
あ
り
）

▽�

定
員　
各
ク
ラ
ス
15
人
（
先
着
順
）

▽�
受
講
費　
月
額
３
０
０
０
円（
入
学
金
無
料
）

▽�
申
し
込
み　
韓
国
会
館　

任
永
淑
（
☎
０

８
０
‐
１
７
２
４
‐
９
１
５
９
）

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体

支
援
助
成
事
業

　

遠
賀
川
流
域
（
支
流
を
含
む
）
で
、
河
川

の
水
質
の
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
環
境
保

全
活
動
を
行
う
住
民
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

▽�

対
象
団
体　
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で

活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
今
後
行
お

う
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

▽�

対
象
活
動　
除
草
・
清
掃
活
動
、
水
質
・

生
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど

▽
対
象
活
動
期
間　
６
月
～
令
和
６
年
１
月

▽
助
成
内
容　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

▽�

申
込
期
間　
４
月
１
日
土
～
21
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水

質
試
験
所
（
☎
６
４
１
‐
５
９
４
８
）

みんなの

ひろば
（
山
折
り
）

お
題
「
和
」

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

〒
住
所

電
話
番
号
、
氏ふ

り
が
な名

、

生
年
月
日
、
性
別
、

職
業

　１月29日日に行われた剣道大会の結果は次のとおりです
（大会の様子は８ページのまちのわだいに掲載しています）。
【個人戦女子】
●２年生以下の部　準優勝・坂尾美穂
●�３・４年生の部　優勝・三友彩歌、３位・塩田海七、
上野心寧
●�５・６年生の部　３位・三友彩寧
【個人戦男子】
●�５・６年生の部　準優勝・井上虎太郎
●���中学生の部　優勝・長岡敬惺、３位・内田敬希、西村
遥希

【団体戦】
●�小学生の部　準優勝・山鹿少年剣道クラブＡチーム、
３位・芦屋正剣会Ａチーム
●�中学生の部　準優勝・芦屋中学校
【剣道をしてみませんか】
　芦屋正剣会、山鹿少年剣道クラブでは、会員を募集し
ています。気軽に見学に来てください。
▷�問い合わせ　
　�【芦屋正剣会】　坂尾謙三（☎０９０‐８２２８‐８９７９）
　�【山鹿少年剣道クラブ】　三友伸一（☎２２３‐００８１）

第１回芦屋町長旗・第 16回遠賀郡中間市
剣道連盟会長杯争奪少年剣道大会結果
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●
浜
木
綿
俳
句
会

若
布
刈
舟
向
き
変
ふ
る
と
き
鎌
し
づ
く

�

池
田
千
恵
子

荒
寺
の
単ひ

と
え衣
の
空
也
春
寒
し

�

花
田
八
代
美

立
春
の
満
月
差
し
入
る
門
の
内

�

吉
住　
利
枝

去
る
も
の
は
去
り
春
愁
の
ほ
ど
の
雲

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

庭
石
を
濡
ら
す
一
雨
春
き
ざ
す

�

田
尾
三
千
枝

春
の
畑
鳥
の
模
型
の
吊
る
さ
る
る

�

縄
田　
惠
子

薄う
す
ら
ひ氷
や
昔
八
百
屋
の
名
残
樽

�

仲
山
ク
ニ
子

飛
梅
の
香
り
を
今
に
流る

た
く謫
の
地

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

新
聞
の
見
出
し
だ
け
み
て
読
ん
だ
気
に

な
り
い
し
『
週
刊
朝
日
』
休
刊

�

村
上　
一
惠

春
弥
生
太
宰
府
園
に
小
雪
舞
い

曲
水
の
宴
は
凍
て
付
く
中
で

�

田
中
勢
津
子

火
消
し
棒
持
ち
て
集
ま
り
山
を
焼
く

炎
で
阿
蘇
の
春
が
始
ま
る

�

後
藤　
征
子

飼
猫
の
心
配
し
た
る
隣
人
の

入
院
控
え
し
わ
が
身
さ
て
お
き

�

麻
生　
清
子

【一般書】
猛
たけ
き朝日 天野　純希� 著
神
かんな じ ま

無島のウラ あさの　あつこ� 著
答えは市役所３階に 辻堂　ゆめ� 著
お菓子の船 上野　歩� 著

【児童書】
つる子さんからの奨学金 まはら　三桃� 作
バスを降りたら 眞島　めいり� 作
おとな体験授業？ なかがわ　ちひろ�作
そんなのうそだ！ ジーン・メリル� 作
どこでもタクシー 鈴木　まもる� 作

ガウディの遺言
　下村　敦史　著

と　き 　　出　演・催　し　　
５日水 赤ちゃんおはなし会たっち
８日土 お話しポケット
９日日 にじの会
15 日土 おはなしトントン
※時間はいずれも午前 11時から
※ �23 日日の定例おはなし会は、子ども読書
　�の日特別おはなし会のためありません。

　４月23日日は「子ども読書の日」。その日から５月12
日金まで「こどもの読書週間」です。これに合わせて春
の図書館まつりを開催します。町内の小中学生が心に響
いた「おすすめの本」を紹介しています。

▽ �とき　４月 22日土～５月 14日日

▽ �主な催し　
●小中学生が描いてくれた「おすすめの本」の掲示
●雑誌・新聞のリサイクル（主に令和３年４月～４年３月）
※新聞は希望の月日を事前に申し込んでください。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�３日月、10日月、17日月、24日月、27日木

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ４月

おはなしのへや定例おはなし会

新 着 図 書

おいでよ！春の図書館まつり

　絵本の読み聞かせや紙芝居など楽しいおはなしがい
っぱいです。

▽ �とき　４月 23日日・午前 10時 45分～ 11時 45分

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　30人（事前申し込み先着順）
▽ �申し込み　４月１日土から、図書館カウンターまた

は電話で受け付け
※定員に満たない場合は当日参加ができます。

▽ �出演者　図書館ボランティアの皆さん（にじの会、
めるへん、おはなしトントン、お話しポケットほか）

子ども読書の日特別おはなし会

注目の一冊

　1991年、バルセロナ。現地
で暮らす佐々木志穂は、夜中に
出掛けたきり帰ってこない聖堂
石工の父を捜索している最中に、
父の友人の遺体がサグラダ・ファ
ミリアの尖塔に吊り下げられてい
るのを発見してしまう。前代未聞
の殺人事件に秘められた壮大な
真相とは。

　掲載の催しは新型コロナウイルスの感染拡大の状況
などによっては、変更・中止となる場合があります。
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